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　シルクフィブロインのアミノ酸配列（Gly-Ala）2 - Gly-Ser-Gly-（Ala）2 - Gly-［Ser-Gly-（Ala-Gly）2］8 -Tyrの中で
L -アラニンは主要構成アミノ酸である。分離放線菌について，PLA分解能に加えて，シルクフィブロイン分
解能についても検討し，PLA分解菌のほとんどの菌株がシルクフィブロインも分解することを見いだした。


























の L -乳酸ユニットとシルクフィブロインの中の L -アラニンが立体化学構造において類似している点によるこ
とを明らかにした。次にこれらの放線菌や PLA分解性糸状菌 Tritirachium albumは，ゼラチン，シルクフィ
ブロイン，エラスチン，ケラチンなどの不溶性の蛋白質が PLAの分解酵素を誘導し，かつ酵素生産の基質
になることを明らかにした。さらに放線菌のうち，特に Amycolatopsis orientalisは蚕のシルクフィブロイン
粉末を添加した培地で液体培養すると，酵母エキスやペプトンなどの高価な有機窒素源を添加することなし
に低い生産コストで PLA分解酵素を生産することの可能性を，5Lジャーファンメンターを用いて明らかに
した。また，生産された酵素は PLAを短時間で効率よく分解し PLAの再利用の可能性を明らかにした。
　以上のように本研究は PLAの分解と生産に関する新規な成果が多く得られており，基礎から応用へと広
がりのある研究として価値のあるものと評価することができる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
